
高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）最終処分場 岩手は狙われています          2015.10.5 
1) 核のごみ 地層処分 東日本 3地域「最も安定」 

中日新聞 2012.9.18 

 
２）岩手県における動向     紫フォントは岩手県関連 
 1995   岩手県知事増田寛也氏当選 → 2007 年四選不出馬 
 2000.6 「特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」が施行 

 〃 .10  原子力発電整備機構（NUMO）が設立 2002 全国市町村を対象に概要調査地区を公募 
      平成 40 年代（2028 年代）後半の処分場操業開始を目標 
 2007.8.27 第１次安倍改造内閣で増田氏総務大臣・地方分権担当・郵政民営化・地方格差是正担当就任 
  →2008 年 9 月 24 日総務大臣退任→2009 年東大客員教授、野村総研顧問、2011 年日本創世会議座長 
 2010.11.30 増田氏内閣府原子力委員会 新大綱策定会議構成員 
 2010.12.17 高レベル放射性廃棄物処分シンポジウムにおいて  
       講師増田寛也前知事：知事の権力行使は可能 立地自治体へ引き換え振興策 
     パネラー中国新聞宮田俊範経済部長：処分場受け入れメリットとして金ではなく ILC 等はどうか 
 2011.3.11 東日本津波大震災 福島第一原発事故 
 2011.8 岩手県東日本大震災津波復興基本計画参考資料に ILC 誘致（未臨界炉、放射性廃棄物処理研究） 
 2012.4.25 ILC について達増知事へ質問・要望書提出→5.22 文書回答「終了後最終処分場に転用しない」 
 2012.9.17 日本地質学会で日大高橋正樹教授は最終処分場用として地層が安定している 3地域として 
      北上山地海岸地域、阿武隈高原北部海岸地域、根釧海岸地域を上げる 
 2013.5.28 経産省総合資源エネルギー調査会・・放射性廃棄物小委員会増田寛也委員長 
 2013.5.29 岩手日報広告「ILC を次世代へ世界遺産の地で」増田前知事平泉講演会報告、消滅処理 
 2014.1.28 自民党資源エネルギー戦略調査会で日大高橋正樹教授は東北地方の太平洋側の一部が適地 
  2014.4  エネルギー基本計画 国が前面に立って最終処分場の取組を進めることが明記 
      国が科学的根拠に基づいた有望地の提示→重点的な理解活動→複数地に対し、国から申し入れ 
      将来世代・可逆性（選定プロセス） ・回収可能性（HLW） ・直接処分などの調査研究 
 2014.6   増田氏 東京電力㈱取締役就任 
 2014.10.19 「地層処分を考える」in 盛岡 パネラー岩手日報谷藤編集局次長 NUMO 
 2015.4.9 参議院予算委員会で平野達男議員が最終処分場の技術的信頼性の再検討を政府に要請 
 〃  4.15 平野達男参議院議員が岩手県知事選に立候補を表明 自公支持・支援 
 2015.5.22 最終処分場を国が主導で選定する 基本方針を閣議決定 
  〃  6.5  経産省資源エネルギー庁盛岡市内で県内自治体向け最終処分場・連絡会を開催 非公開 
 〃  8.7 平野達男氏岩手県知事選立候補辞退 →9.6 現職達増拓也氏無投票当選 

 

○ 2015.3.11 報道ステーションにおいて
も、左記記事と同内容が報道されていま
した。 

この録画したものは下記サイトで見ること
ができます。 
http://www.at-douga.com/?p=13335 

 
○ 核のごみ 最終処分場 持ち込まない 

北海道条例 国に反発 
毎日新聞 2015.5.27  

原発から出る高レベル放射性廃棄物（核のご
み）の最終処分場を巡り、経産省資源エネル
ギー庁が 6 月１，２日の両日、札幌市内で道
内市町村を対象とする説明会を開催するこ
とが 26 日、同庁などへの取材でわかった。
政府は 22 日、国主導で処分場選定を行う新
しい基本方針を閣議決定しており、説明会で
この方針を説明する。道は、放射性廃棄物を
持ち込まない「核抜き」条例を設けているこ
とから、説明会の開催自体に反発の声も出て
いる。（以下略） 
 
岩手県達増拓也知事アンケートに答え 8/13 
○ 国から本県が科学的有望地と指定され
た場合は（反対する）と回答。理由は「高レ
ベル放射性廃棄物の処分場について受け入
れる考えはないことを表明している」 

 



 

 

（参考資料）） 1986 年 5 月日鉱探開㈱は当時の動燃事業団の要請により北上山地を対象として、航
空写真およびランドサット画像を用いて高レベル廃棄物地層処分に適する地域を選定するため資料を
整備している。これによると岩手県に関し地層処分のための候補地点として階上岳（青森県八戸市、岩
手県種市町）、天神森（久慈市、岩泉町）、堺の神岳（岩泉町、新里村）、峠の神山（岩泉町、宮古市）、
五葉山（釜石市、大船渡市、住田町）、氷上山（大船渡市、陸前高田市）が挙げられていました。 
この調査は 28道府県を対象に行われたものである。1987 年動燃から NUMO（原子力環境整備機構）
に選定業務は引き継がれ、最終処分場選定は公募方式になり、これ以上の調査は行われなかった。 
 

 



 増田寛也岩手県前知事は 2013.5.28 経産省総合資源エネルギー調査会 放射性廃棄物小委員会（高レベ
ル廃棄物の最終処分場を検討する）の委員長に就任しました。その翌日の岩手日報の広告です。 
気になるのは下の段の囲ったところで「放射性廃棄物の消滅処理（短半減期化）に ILC の加速器が役立つ」
と述べられているところです。達増知事は 2012.5.22 ILC を「核廃棄物の最終処分場に転用する考えはあ
りません」と回答していますが、「ILC へ放射性廃棄物を持ち込まないこと」については回答がないことが
心配です。しかし「立地協定などを結ぶ際には、要望の趣旨を反映されるようにしたい」との回答でした。 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


